
　 わんぱく保育園

ほけんだより

この時期は日を追うにつれ、日没時間が早くなってきて、夕方の事故発生件

数が多くなると言われています。お迎え時間帯と重なりますので、余裕をもって

交通事故から子どもたちを守る行動をお願いします。

また、園前の駐車場も混むことがありますので、保護者様同士がスムーズに

出入りができますよう、ご協力をお願いします。

きゅうしょくだより

冬至とは、一年のうち昼の時間が最も短く、夜の時間が最も長い日のことです。

昼の時間が短い冬は、あたたかいお日さまが出ている時間が短いということなの

で、とても寒くなります。冬至には、かぼちゃを食べて栄養を補い、ゆず湯に入り体

を温める習慣があります。これは、寒さに負けず元気に過ごすための古来からの

知恵です。昔の人が発見した冬至の過ごし方が今でも大切にされ、伝統的な習慣

になっています。こうした古くから伝わる素晴らしい知恵を、子どもたちにも伝えて

いきたいですね。

今年の冬至は、12月22日（月）です。当日の給食にも「かぼちゃのカレー煮」が

出ます。ご家庭でもゆず湯に入ったり、冬至のお話をお子さんとしてみるのもいい

ですね♪

冬至ってなあに？

11 月 の 感 染 症

身長・体重の計測は、毎月行います。

結果を身体測定表に記入しています。

12 月 の 身 体 測 定 予 定

22日 (月) 溶連菌

RSウイルス

インフルエンザ

2名

5名

1名

12月～1月は、クリスマスやお正月などで家族や親しい人と食事ができ

るよい機会です。

食卓を囲んで食べる喜びや安心感は、食事をより一層おいしく感じること

にもつながります。また、行事食を通して食への興味関心が深まることも

期待できます！

食事の前はなるべくテレビを消し、身の回りのおもちゃなどを

片付け、食事に集中できる環境をつくり、親子で会話を楽しみ

ながら食事の時間をお過ごしください(o^―^o)

食事を楽しむ機会をつくりましょう♪

先月から、園でもRSウィルスや溶連菌感染症がみられています。これからの季

節はインフルエンザが流行しやすく、すでに鳥取県全域に「インフルエンザ警報」

が発令されています。冬は体調を崩しやすい時期ですので、少しでも様子が気に

なる時は無理せずゆっくり休んでくださいね。

どうして冬は呼吸器感染症が増えるの？

冬は空気が乾燥し、ウィルスが広がりやすくなります。のどや鼻の粘膜も乾いて

しまい、体を守るバリア機能が弱まりがちです。さらに、室内に人が集まりやすく換

気が少なくなることから、ＲＳウィルス・インフルエンザ・溶連菌などの感染症が広

まりやすくなります。

アレルギー・感染症・喘息の関係

冬は空気が乾燥して、体の守る力が落ちやすくなります。そのためアレルギー

（鼻水やくしゃみ）や感染症（鼻水、咳、熱など）が出やすくなります。そこから、喘

息の症状（ゼーゼー、咳が引く）が出ることもあります。気道が敏感なお子さんは、

軽い風邪をもらったり、冷たい空気を吸っただけでも刺激になり咳が続くこともあり

ます（特に小さなお子さんは気道も細く、症状が出やすくなります）

子どもたちが元気に過ごせるように、引き続き園で予防や観察を行っていきます。

ご家庭でも気になる症状があれば、早めの休息と受診をお願いします。みんなで

冬を元気に過ごしましょう。

インフルエンザの登園の目安

「解熱後3日経過して、発症した日を0日として5日を経過してから」

ご家庭でできる予防ポイント

・部屋を加湿（４０～６０％）する

・こまめな手洗い

・しっかり睡眠をとる

・気温差に注意して体を冷やさない

冬は呼吸器感染症に気をつけましょう


